














　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒




糊つきパネル（スチレンボード）への写真の貼り方（例）

☞
☞
☞
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2. 写真をパネルに沿って置き左側を押さえ、右の保護紙を剥がしながら写真を静かに乗せていく。

1. パネル糊面の保護紙に切り目を入れ、左右の保護紙とも少し剥がして軽く戻す。これであとで剥がしやすくなる。

3. 反対側の７割の糊面も2.と同じ動作をして写真を全面定着させる。

4. 写真を貼るときは、気泡が入らないように慎重に内側から外に向けて密着させていく。
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おことわり　※出品作品については主催者側でふさわしくないと判断した作品は会場展示をとりやめることがあります。※被写体の肖像権や撮影地の許可確認などはすべて出品者の責任において対応してください。※ホームページでの入賞発表は作品画像も掲示することをご了承ください。またその作品画像を無断転載したり商業利用することは固くお断りします。※年少者の応募作品については本人が撮影し、保護者が制作を支援することを可とします。※審査についての異議・質問は一切お受けできません。※送付中を含めやむを得ない事情で発生した事故にはその責を負いません。









出品票は別紙をご覧ください。船橋市写真展ホームページからもダウンロードできます。
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